
中国の OR

森村英典

去る l 月 27 日から約半月の日程で，松田武彦・東京工

大教授を団長とする総勢 4 名という超小型のOR訪中団

に参加して，北京・杭州・上海の 3 市を訪問してきた.

大変楽しい，しかし忙しい旅で，多くのことを見聞きし

たため，まだ十分頭の中が整理されていないまま，とに

かく忘れないうちに，と一応の報告を試みる.松田団長

:および!日]行の f}t理lE夫・東大教授のご報告も追々いろい

ろな場所でなされるはずであるので，ここでは小生の私

見にもとづくつの“見聞録"をつづることにしたい

中国から 5 名のOR学者が 1975年の IFORS 国際会議

に参加され，会議後日本各地を訪問されたことは多くの

方々がごポ知と思う. (たとえば，|数理科学J 1975年 11

月号，オベレーションズ・リサーチ」同年 10月号など

参照)これら 5 名の方々はすべて中国科学院数学研究所

運箸室に所属しており，今|口lのわれわれの訪中は科学院

の1tH、干によるものであったから，数学研究所訪問がおも

なイベントであったのもごく当然のことといえよう.

rlt国が外国の各界の人ーとをれ侍することは，中島]の外

交政策の一環 (ríj ， l，馬遼太郎常i IK'，iどから北京へ|参照)で

あるようだ L ，遠来の'容をもて往すという考えも手伝っ

てと思うが，できるかぎり，農村や労働者卜JI地，工場，

さらには文化施設やIFl蹟にも案内された.しかしこれら

の様子は訪問時期の違し、(四人組追放後)を除いては， 'ifj 

馬氏の本や森口繁一教授の訪中記 (i オベレーションズ・

リサーチ 1975年 8~11月号)にj舌き活きと語られてい

るので，私のrte し、筆Jで補うこともほとんどあるまい.

また，数学一般についてはあまり多くのことを聞いて

きたわけで、はないが，陪j\，、た範聞のこ J二(たとえばゴー

ノレト、パッハの子組に対する解答など)は本誌 1976年 10月

号のルヘルト教授の講演中にほとんとや触れられていて，

つけ加えることは少ない，といってよいであろう

こういった事情から，ここでは中国における ORの現

況に訴をしぼってみたい.

‘四人組'と基礎理論

上述のように考えてみても，現在の中国を語るのに，

四人組の問題を避けて通ることはできない. それほど
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に，これは重大事件であり，われわれの感触で、いえば，

いま中国は「四人組追放後J で湧き立っている.たとえ

ば，数学研究所の廊下にも，周総理逝去 1 周年で，周総

理を偲ぶ写真や壁新聞，黒板(に色チョークで詩などの

追悼がきれいに書かれている)と並んで「打倒/ 張春

橋j のピラが貼つであったり，研究所，北京大学，上海

うど通大学，杭州. J:::海の科学技術調L さらには農村，工

場，団地どこにいっても「四人組の破壊と妨害を打破っ

て， これから正しい路線で社会主義革命の遂行につく

す」決意の諮られないところはないとし寸有様であり，

L かも，ほとんどのところで「先生方はよい時に訪中さ

れました」という文言がそのあいさつの中にはいってい

て， \，、かにも喜色満面という感を深くしたのである.

とくに研究者や大学関係者には，インテリを目の仇に

した四人組への批判は強く，人民日報にも「基礎理論研

究の充実」を訴える記事が出たりで，ここ数年の理論研

究の沈滞を一気に取り戻そうとし、う気慨が感じられた.

このエ不ノレギーはかなりj(ji し、ものと思う おそらく，数

1j ーをH'rずして， OR理論の研究而でも中国文献を無視で

きぬ状況があらわれるのではあるまいか.もちろん，い

までも散発的には世界にさきがけた研究がされているが

まだ大きな流れとはなっていないようである.それが，

流れとして質・最ともにすぐれた研究が続々と発表され

るようになってくるのではないか，という意味で、ある.

帰国後前記司馬氏の本や森口教授の文を読み返してい

たら，前者には四人組の 1 人である銚文元，後者にはそ

の~*として槍玉にあげられた徐長賢についての記事が

あって興味深かった.どちらも相当のキレモノであった

らしい様子がうかがえる.それだからこそ，大きな彰響

も与えることができたし，広範な人々の反発も}fj \，、たの

であろう いずれにせよ， I 知識人は蝿みたいなもので，

文革の中で少し追われたが，しばらくするとまた戻って

くる l とか「知識人は社会主義のオ台を JJal り起こしてい

る|とか|知識人は，大きく見積っても，読書ポケにす

ぎなし、」などと罵倒されつづけていた知識人たちが，約11

を外されて大いに張切っているのが現状，というのが私

の率直な感想、であるし，そういう!よい時代j になった
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ことを素直に祝福したいと思った.

数学研究所と運範室

中国科学院に所属する数学研究所は恭縦皮所長と党委

書記のもと 5 つの研究完と計算.センター，工場，業務

処から成っている.研究室は五学科(数諭，関数諭， ト

ポロジー， ~J数解析， 代数)， 微分方程式，制御理論，

確率統計， ORで，五学科は40名以上， ORが36名，他

は20~30といった人民で，総社 300を超えるということ

である.

運君事(OR)主は数理Hllbi，最優化，確率，エコノメト

リッグスの 4 .FJfにわかれていて，それぞれが 11 ， 9, 10, 

6 名とし、う陣容だそうである.それぞれのグルーフ。に組

長と責任者とがし、て，それぞれ研究上の指導と運営の責

任を負っているらしい.各グループはさらに何人かずつ

テーマによって細分もされるようで，そのテーマは毎年

研究員が討議して定めていくというシステムときいた.

研究所には，世界各国から主要な学術雑誌が集められ

ており， I封書室では多くの研究者が勉強していた.われ

われが見学したせし、かどうかはしらないが，本誌もきれ

いに書架に並べられていたし，統計数理研究所葉報とか

品質管理，品質と標準化といった雑誌もそろっていた.

日本語で、書かれた書物もいくつか見かけたし， とにか

く，日本をふくめた世界各国の情報はかなり的確に把握

していると思われる.

中国からの発表論文は主として「数学学報」と l 数学

的実践与認識」の 2 誌によっていて，その数は決して多

くないといえよう.前者は途中プランクがあったため，

現在たしか 19巻ぐらいであるし，後者は数年前からの発

行である. (後者は OR学会にきているが月号57ペ

ージのリストで、は認識が以訳と誤っている.これは新し

い簡体の漢字が読めなかったためで，なんともお耳むずか

しいミスであった. ) 

この両誌に載ったORの論文の一部は寄贈を受けたの

で，学会に置いてある.また，数学研究所運誇室などの

編著になるテキスト類もいくつか寄贈されている.これ

らのテキストに共通する特徴は，第 l に薄いこと ， t{~ 2 

に基本的な内平等で、あること，そして第 3 に発行部数の多

いことであろう. 1975年に訪日された代表団がおみやげ

にと置いてゆかれた 2 著「運欝学J と「優選法j につい

てはすでにご紹介もあったと思うが，前者が20万部，後

者が 9 万部という.とにかしこれだけの部数の本が読

まれ，現場で実践に移されているとし寸事実は特筆に価

しよう.この他「直交配列法J や i 失漢数学詞集J など

も寄贈された.後者は数学用語や数学者名を中国語でど

う書いているかを知るには大変便利である.

1977 年 5 月号

中国のOR

数学研究所の運簿窒には，全国の現場で働く一般大衆

からの質問や問題提起が，手紙によってたくさん寄せら

れるという.それらに答えたり，その中から{町先テーマ

を吸い上げたりすることも OR室の重要な仕事である.

とくに，中国のORの特徴として「労働者・農民の言葉

でJ ORを普及することが志向されている.たとえば，

I rJ 訣 1 という， 日本語に無理に訳せば「口ずさみ」と

でもし、うのであろうか，とにかくそういう一種のウタを

考案している‘このウタを口ずさみながら凶の上で操作

をすれば，最適解に到達する，といった試みで、ある.あ

るいは l 変数の I 値関数の最適値を求めるフィボナッチ

・サーチを教えるのに，短冊型に切った紙の 6 割程度の

位置に印をつけ，またその 6 割程度に印をつけ，どちら

かの端を切落す，というような操作をやってみせるとい

った試みも行なわれている由である.

このような大衆化の方法がすべて研究所で考えられて

いるわけではなく，各地の大学の先生や学生の創意によ

るものもあると思われるが，そのへんの正確な事情は聞

きもらした.しかし，研究所も含め，理論の大衆化には

非常に大きな努力を払っているという印象を強く受け

た. この点，わが国のQCサークノレ運動とかなり似てい

るのではなかろうか.そうし、う実践を通して理論を発展

させ，発展した理論をまた実践に移す，このサイクルを

忠実に行なうことにより， ORは着実な進展を遂げると

いう期待はもてる.

実際問題からし、かに理論体系を築いてゆくか，これは

ひとり中国のみならず，どこででも重要視されている課

題であろう.ただ，地震予知の問題ではないが，広範な

大衆によって支持され実験されていれば，勢い知識は豊

富になって的確な方向が打出せる可能性も増すという点

で， OR理論の進展にとって大きな力を与えるであろ

う.反問，すべての数学が!直接応用と結びっくことに重

点が移りすぎると，基礎理論に注がれる情ー熱の薄められ

る危険もあろう.世界のどこの地域でも，多かれ少なか

れ，そのパランスのとり工合に問題を抱えているのでは

ないだろうか.

中国における ORの利用は，大まかにいって現在はオ

ベレーショナノレな段階に止っているといえそうである.

またそのモデルの中に，人間的・社会的要素のはいって

いるものは少ないようである.したがって SDなどは使

われていない.今後，どのような発展をするか大いに楽

しみがもたれる.おそらく当面は現状の発展がつづけら

れ，徐々に計画の段階に進出してゆくのではないか，と

想像している. (もりむら・ひでのり，東京工業大学)
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